
　

大
妻
女
子
大
学
博
物
館　

特
別
展　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
期
：
二
〇
二
六
年
九
月
二
十
八
日
㈪
～
十
二
月
四
日
㈮

　
日
本
文
学
関
係
貴
重
書
展
示
　
　
　
　『
新
曲
』
披
露
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
説
資
料

特
別
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て

　

大
妻
女
子
大
学
で
は
、
文
学
部
日
本
文
学
科
お

よ
び
短
期
大
学
部
国
文
科
の
教
員
を
中
心
と
し

て
、
日
本
文
学
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
の
収
集

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
本
学
図
書

館
、
あ
る
い
は
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
の
所
蔵

と
な
り
、
研
究
と
教
育
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

通
算
九
回
目
を
数
え
る
今
回
の
「
大
妻
女
子
大
学
日

本
文
学
関
係
貴
重
書
展
示
」
で
は
、
二
〇
二
三
年
に
本

学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
、
貴
重
書
の
扱
い
と
な
っ
て
い

る
舞
の
本
絵
巻
『
新
曲
』
を
全
巻
展
示
す
る
と
共
に
、

本
学
日
本
文
学
科
の
授
業
の
「
変
体
仮
名
読
解
」
で

用
い
て
い
る
テ
キ
ス
ト
類
の
原
典
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
『
新
曲
』
は
、
室
町
時
代
に
成
立
し
た
芸
能
で
あ

る
幸
若
舞
曲
の
ひ
と
つ
で
、
幸
若
舞
曲
三
十
六
番
の

う
ち
、
最
後
に
追
加
さ
れ
た
〝
新
し
い
曲
〟
と
い
う

意
味
で
「
新
曲
」
と
名
付
け
ら
れ
た
作
品
で
す
。
そ

の
内
容
は
『
太
平
記
』
巻
第
十
八
「
一
宮
御
息
所
の

事
」
に
取
材
し
た
も
の
で
、
後
醍
醐
天
皇
の
第
一
親

王
尊
良
親
王
と
御
匣
殿
（
御
息
所
）
と
の
恋
物
語
を
、

秦
武
文
の
武
勇
を
織
り
混
ぜ
つ
つ
描
い
て
い
ま
す
。

　

本
作
は
、『
舞
の
本
』
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
で
読

み
物
と
し
て
広
く
流
布
す
る
と
と
も
に
、
絵
を
伴
う

豪
華
本
も
数
多
く
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は

冊
子
体
で
伝
わ
る
中
で
、
本
学
所
蔵
の
よ
う
な
巻
子

仕
立
て
の
も
の
は
例
が
少
な
く
、
大
変
貴
重
な
資
料

と
言
え
ま
し
ょ
う
。
絵
巻
物
な
ら
で
は
の
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
世
界
を
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
本
展
示
は
、
令
和
八
年
度
大
妻
女
子
大
学
人
間

生
活
文
化
研
究
所
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
課
題

番
号
Ｋ
二
六
〇
八
）
の
助
成
を
受
け
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
　

  

大
妻
女
子
大
学　

文
学
部　

教
授　

小
井
土
守
敏

舞
の
本
絵
巻

『新
曲
』　 

二
軸

　
　
　
　
　

上　

三
二
㎝
×
一
七
ｍ
六
五
㎝

　
　
　
　

    

下　

三
二
㎝
×
一
四
ｍ
六
二
㎝

　
　
　
　
　
　
　

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

室
町
時
代
に
成
立
し
た
芸
能
で
あ
る
幸
若
舞
曲
の

ひ
と
つ
で
、
幸
若
舞
曲
三
十
六
番
の
う
ち
、
最
後
に

追
加
さ
れ
た
〝
新
し
い
曲
〟
と
い
う
意
か
ら
「
新

曲
」
と
名
付
け
ら
れ
た
作
品
。『
太
平
記
』
巻
第
十
八

「
一
宮
御
息
所
の
事
」
に
材
を
取
り
、
後
醍
醐
天
皇

の
第
一
親
王
尊
良
親
王
と
西
園
寺
公
顕
の
娘
、
御
匣

殿
（
御
息
所
）
と
の
恋
物
語
を
、
秦
武
文
の
武
勇

を
織
り
混
ぜ
つ
つ
描
く
。『
太
平
記
』
で
は
、
金
ヶ

崎
の
戦
い
で
命
を
落
と
し
た
尊
良
親
王
の
生
前
の

逸
話
と
し
て
こ
の
話
が
引
か
れ
る
が
、「
新
曲
」
で

は
、
苦
難
の
末
に
再
会
を
果
た
し
た
親
王
と
御
匣

殿
の
末
永
い
幸
せ
を
言
祝
ぐ
結
末
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
新
曲
」
は
、
版
本
『
舞
の
本
』
に
収
め
ら
れ
た
こ

と
で
読
み
物
と
し
て
広
く
流
布
し
た
が
、
絵
を
伴
う
豪

華
本
も
数
多
く
制
作
さ
れ
た
。
冊
子
状
の
も
の
は
複
数

確
認
さ
れ
る
が
、
大
妻
本
の
ご
と
き
巻
子
仕
立
て
の
も

の
は
、
他
に
京
都
国
立
博
物
館
に
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る

の
み
。
も
と
も
と
は
巻
子
本
で
あ
っ
た
も
の
を
屏
風
貼

り
込
み
と
し
て
い
る
例
が
確
認
さ
れ
、
巻
子
本
の
「
新

曲
」
が
他
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

制
作
時
期
は
、
大
型
で
豪
華
な
絵
巻
物
類
が
盛
ん
に

制
作
さ
れ
た
寛
文
・
延
宝
頃
（
一
六
六
一
～
一
六
八
一
）

と
考
え
ら
れ
、
本
文
は
、
そ
の
頃
に
、
奈
良
絵
本
や
絵

巻
の
詞
書
を
数
多
く
担
当
し
た
能
筆
家
、朝
倉
重
賢
（
生

没
年
未
詳
）
に
よ
る
も
の
と
目
さ
れ
る
。
全
部
で
十
一

の
絵
が
収
め
ら
れ
、
色
彩
も
鮮
や
か
に
残
さ
れ
て
い
る
。

十
一
あ
る
挿
絵
が
描
く
場
面
は
、
寛
永
版
『
舞
の
本
』

所
収
の
「
新
曲
」
の
挿
絵
の
場
面
と
重
な
り
、
そ
の
掲

載
位
置
も
同
じ
で
あ
る
。
縦
長
の
版
本
と
、
幅
を
取
る

こ
と
が
で
き
る
絵
巻
と
の
相
違
に
よ
っ
て
、
絵
の
構
図

は
多
少
異
な
る
も
の
の
、
絵
の
構
成
要
素
は
共
通
し
て

お
り
、
本
絵
巻
の
図
像
は
、『
舞
の
本
』
の
挿
絵
を
参

照
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。



尊
円
親
王
筆
古
今
和
歌
集 

能
瀬
切 

巻
第
四　

一
軸　　

　
　
　
　
　
　
　

    

三
〇
㎝
×
七
ｍ
六
五
㎝

　
　
　
　
　

     

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

我
が
国
最
初
の
勅
撰
集
。
下
命
者
は
醍
醐
天
皇
。
大

妻
本
は
巻
四
秋
上
の
一
巻
。
伝
尊
円
親
王
筆
、
鎌
倉
末

期
写
。
尊
円
親
王
筆
の
『
古
今
集
』
の
断
簡
は
「
能
瀬

切
」
と
し
て
知
ら
れ
、
同
切
に
は
、
国
宝
手
鑑
『
藻
塩

草
』
に
『
古
今
集
』
巻
十
三
恋
三
の
一
葉
（
六
行
二
首
）

が
あ
り
、
他
に
岩
国
吉
川
家
蔵
『
翰
墨
帖
』
所
収
の
巻

十
七
雑
上
九
行
、
藤
井
隆
・
田
中
登
著
『
続
々
国
文

学
古
筆
切
入
門
』
紹
介
の
巻
十
九
雑
体
全
巻
、
出
光
美

術
館
蔵
の
巻
十
三
恋
三
断
簡
六
行
な
ど
数
点
が
知
ら
れ

る
。
大
妻
本
は
、
他
に
断
簡
と
し
て
伝
来
す
る
も
の
に

比
し
て
、
巻
四
秋
上
の
一
巻
を
完
備
し
て
お
り
、
同
切

の
中
で
も
特
に
価
値
が
高
い
も
の
と
言
え
る
。

　

尊
円
親
王
は
伏
見
天
皇
皇
子
。
永
仁
六
～
延
文
元
年

（
一
二
九
八
～
一
三
五
六
）。
第
十
七
世
青
蓮
院
門
跡
。

能
筆
で
小
野
道
風
・
藤
原
行
成
の
書
法
を
参
考
に
青
蓮

院
流
（
御
家
流
）
を
開
い
た
。
そ
の
筆
と
さ
れ
る
も
の

で
は
、『
金
沢
文
庫
本
万
葉
集
切
』
が
有
名
で
あ
る
。「
能

瀬
切
」
が
尊
円
親
王
の
真
筆
か
否
か
に
は
議
論
が
あ
る

が
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
室
町
初
期
の
写
と
す
る
点
は
ゆ

る
が
な
い
。

小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
百
人
一
首　

一
冊　　

　
　
　
　
　
　
　

    

枡
形
一
七
㎝
×
一
八
㎝

　
　
　
　
　
　

    

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

百
人
の
歌
人
の
和
歌
一
首
ず
つ
を
選
び
集
め
た
秀
歌

集
。
中
で
も
、
藤
原
定
家
が
宇
都
宮
頼
綱
（
法
名
蓮
生
）

の
願
い
を
受
け
て
京
都
小
倉
山
の
山
荘
で
選
ん
だ
と
さ

れ
る
も
の
が
有
名
で
あ
り
、
百
人
一
首
と
言
え
ば
こ
の

小
倉
百
人
一
首
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
妻
本
は
、
伝
冷
泉
為
綱
筆
、
江
戸
中
期
写
。
萌
葱

色
菊
紋
に
割
小
菱
繋
の
緞
子
表
紙
に
色
変
わ
り
の
料
紙

を
用
い
た
美
装
本
。
内
題
は
「
小
倉
山
荘
色
紙
和
歌
百

人
一
首
」。
本
文
は
定
家
様
（
て
い
か
よ
う
）
で
書
か

れ
て
い
る
。
冷
泉
為
綱
（
一
六
六
四
～
一
七
二
二
）
は
、

上
冷
泉
家
の
公
卿
・
歌
人
。
従
二
位
権
中
納
言
。

伊
勢
物
語　

一
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
一
㎝
×
一
五
㎝

　
　
　
　
　
　

 

大
妻
女
子
大
学
図
書
館
蔵

　

歌
物
語
。『
在
五
中
将
の
日
記
』
と
も
い
わ
れ
た
。

在
原
業
平
の
歌
を
語
る
小
規
模
の
物
語
群
を
集
成
し
た

も
の
。　

　

大
妻
本
は
、
伝
飛
鳥
井
頼
孝
筆
、
室
町
後
期
写
か
。

列
帖
装
、
紺
地
に
金
泥
で
草
木
が
描
か
れ
た
表
紙
。
飛

鳥
井
頼
孝
は
、
室
町
後
期
の
公
卿
。
飛
鳥
井
雅
康
の
子
。

永
正
一
三
年
（
一
五
一
六
）
に
正
五
位
下
を
叙
せ
ら
れ

て
い
る
。
生
没
年
は
未
詳
。
父
の
雅
康
は
歌
人
・
書
家
・

蹴
鞠
の
名
手
と
し
て
知
ら
れ
、
書
道
二
楽
流
の
祖
と
さ

れ
る
。

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集　

一
冊

                                                            

二
一
㎝
×
一
八
㎝　
　
　
　
　
　

    
   　

　
　
　
　
　

大
妻
女
子
大
学
草
稿
・
テ
キ
ス
ト
研
究
所
蔵　

　

私
家
集
。
建
礼
門
院
徳
子
（
平
清
盛
女
・
高
倉
天
皇

中
宮
）
に
仕
え
た
右
京
大
夫
の
家
集
。
平
家
一
門
の
栄

耀
、
源
平
争
乱
、
平
家
滅
亡
と
い
う
時
代
的
悲
劇
を
背

景
に
、
作
者
と
平
資
盛
と
の
恋
愛
を
軸
と
し
、
乱
世
を

生
き
た
女
性
の
心
情
を
詠
み
、
そ
の
詞
書
き
の
多
さ
か

ら
日
記
的
な
性
格
も
併
せ
持
つ
。

　

大
妻
本
は
、
江
戸
前
期
写
、
列
帖
装
、
竜
紋
の
緞
子

表
紙
で
、
外
題(
げ
だ
い)

は
「
建
礼
門
院
」。
永
享

十
二
年
（
一
四
四
〇
）、
藤
原
利
永
写
本
を
写
し
た
旨

の
元
奥
書
が
あ
る
。

源
氏
物
語　

五
四
冊

　
　
　
　
　
　
　

 
枡
形
一
七
㎝
×
一
七
㎝

　
　
　
　
　
　

大
妻
女
子
大
学 

図
書
館
蔵

　

物
語
。
五
十
四
帖
。
光
源
氏
を
主
人
公
と
し
た
正
編

と
、
そ
の
後
の
人
々
の
世
界
を
描
い
た
続
編
と
か
ら
成

る
。

　

大
妻
本
は
、
江
戸
初
期
と
推
定
さ
れ
る
写
本
（
寛
永

五
（
一
六
二
八
）
年
の
注
記
あ
り
）。
小
箪
笥
に
収
め

ら
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
嫁
入
り
本
」
で
あ
る
。
本
文
は

青
表
紙
本
系
統
で
、ほ
ぼ
毎
丁
ご
と
に『
河
海
抄
』や『
花

鳥
余
情
』
な
ど
に
よ
っ
た
別
筆
の
描
き
入
れ
と
朱
点
が

施
さ
れ
て
い
る
。

曾
我
物
語　

一
二
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
七
㎝
×
二
〇
㎝

                   　

大
妻
女
子
大
学 

図
書
館
蔵

　

軍
記
。
十
二
巻
。
曽
我
兄
弟
の
敵
討
ち
を
題
材
と
す

る
物
語
。

　

大
妻
本
は
、寛
永
頃
刊（
無
刊
記
）の
古
活
字
版
。『
曽

我
物
語
』
の
古
活
字
版
は
五
種
が
知
ら
れ
る
が
、
そ
の

内
、
大
妻
本
は
十
一
行
本
（
半
葉
に
十
一
行
配
さ
れ
る

こ
と
か
ら
）
と
分
類
さ
れ
る
本
。
十
一
行
本
の
完
本
は

極
め
て
稀
少
で
あ
る
う
え
、
保
存
状
態
も
良
好
で
、
高

木
利
太
、
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
、
角
川
源
義
、
横
山

重
ら
、
著
名
な
蔵
書
家
や
研
究
者
の
手
を
経
て
大
事
に

保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
蔵
書
印
か
ら
知
ら
れ
る
。

『
大
妻
文
庫
３
～
５ 

曽
我
物
語
』に
影
印
・
翻
刻
が
あ
る
。

今
昔
物
語
集　

二
〇
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
二
㎝
×
一
六
㎝

　
　
　
　
　

  

大
妻
女
子
大
学 

図
書
館
蔵

　

平
安
時
代
後
期
（
天
永
～
保
安(

一
一
一
〇
～

一
一
二
四) 

頃
）
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
我
が
国

最
大
の
説
話
集
。
作
者
未
詳
。
三
一
巻
一
〇
四
〇
話
か

ら
成
る
。
天
竺
（
イ
ン
ド
）、震
旦
（
中
国
）、本
朝
（
日

本
）
仏
法
、
本
朝
世
俗
の
四
部
に
分
け
ら
れ
、
説
話
の

内
容
に
よ
っ
て
分
類
配
列
さ
れ
る
。

　

大
妻
本
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
井
沢
長
秀

校
訂
に
よ
る
版
行
本
。
本
文
の
乱
れ
は
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
こ
の
版
に
よ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
は
人
々
に

流
布
し
た
と
さ
れ
る
。
製
版
、
袋
綴
中
本
。
第
一
冊
の

外
題
は
「
和
朝
今
昔
物
語
〈
巻
之
一
／
世
俗
部
〉」、
第

二
〇
冊（
最
終
巻
）の
尾
題
に「
今
昔
物
語
三
十
和
部
終
」

と
あ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
う
ち
、
日
本
の
部
分
を

抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
本
書

は
、
最
終
巻
背
表
紙
裏
に
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

正
月
の
出
版
広
告
を
持
つ
後
印
本
。
版
元
は
、「
浪
華

書
肆
文
金
堂
心
斎
橋
通
唐
物
町
河
内
屋
太
助
板
」
と
あ

る
。

御
伽
草
子　

二
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　

     

一
六
㎝
×
二
三
㎝

　
　
　
　
　

  

大
妻
女
子
大
学 

図
書
館
蔵

　

室
町
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
短
編

の
物
語
と
し
て
巷
間
に
広
ま
っ
て
い
た
幾
多
の
小
作
品

の
中
か
ら
、
享
保
の
頃
（
一
七
一
六
～
三
六
）、
大
阪

の
書
店
、
渋
川
清
右
衛
門
が
そ
の
う
ち
の
二
十
三
編
を

集
め
、「
御
伽
文
庫
」
と
名
づ
け
て
刊
行
し
て
人
気
を

博
し
た
。
の
ち
に
こ
う
し
た
作
品
群
を
総
称
し
て
「
御

伽
草
子
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
が
、学
術
的
に
は
「
中

世
小
説
」「
室
町
時
代
物
語
」
と
称
す
べ
き
と
の
指
摘

が
あ
る
。

　

大
妻
本
は
、「
御
伽
文
庫
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

二
十
三
編
が
、
販
売
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
木
箱
に



内
、
大
妻
本
は
十
一
行
本
（
半
葉
に
十
一
行
配
さ
れ
る

こ
と
か
ら
）
と
分
類
さ
れ
る
本
。
十
一
行
本
の
完
本
は

極
め
て
稀
少
で
あ
る
う
え
、
保
存
状
態
も
良
好
で
、
高

木
利
太
、
フ
ラ
ン
ク
・
ホ
ー
レ
ー
、
角
川
源
義
、
横
山

重
ら
、
著
名
な
蔵
書
家
や
研
究
者
の
手
を
経
て
大
事
に

保
存
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
蔵
書
印
か
ら
知
ら
れ
る
。

『
大
妻
文
庫
３
～
５ 
曽
我
物
語
』に
影
印
・
翻
刻
が
あ
る
。

今
昔
物
語
集　

二
〇
冊

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
二
二
㎝
×
一
六
㎝

　
　
　
　
　

  

大
妻
女
子
大
学 

図
書
館
蔵

　

平
安
時
代
後
期
（
天
永
～
保
安(
一
一
一
〇
～

一
一
二
四) 

頃
）
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
我
が
国

最
大
の
説
話
集
。
作
者
未
詳
。
三
一
巻
一
〇
四
〇
話
か

ら
成
る
。
天
竺
（
イ
ン
ド
）、震
旦
（
中
国
）、本
朝
（
日

本
）
仏
法
、
本
朝
世
俗
の
四
部
に
分
け
ら
れ
、
説
話
の

内
容
に
よ
っ
て
分
類
配
列
さ
れ
る
。

　

大
妻
本
は
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
の
井
沢
長
秀

校
訂
に
よ
る
版
行
本
。
本
文
の
乱
れ
は
認
め
ら
れ
る
も

の
の
、
こ
の
版
に
よ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
は
人
々
に

流
布
し
た
と
さ
れ
る
。
製
版
、
袋
綴
中
本
。
第
一
冊
の

外
題
は
「
和
朝
今
昔
物
語
〈
巻
之
一
／
世
俗
部
〉」、
第

二
〇
冊（
最
終
巻
）の
尾
題
に「
今
昔
物
語
三
十
和
部
終
」

と
あ
り
、『
今
昔
物
語
集
』
の
う
ち
、
日
本
の
部
分
を

抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
本
書

は
、
最
終
巻
背
表
紙
裏
に
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

正
月
の
出
版
広
告
を
持
つ
後
印
本
。
版
元
は
、「
浪
華

書
肆
文
金
堂
心
斎
橋
通
唐
物
町
河
内
屋
太
助
板
」
と
あ

る
。

御
伽
草
子　

二
三
冊

　
　
　
　
　
　
　
　

     

一
六
㎝
×
二
三
㎝

　
　
　
　
　

  

大
妻
女
子
大
学 

図
書
館
蔵

　

室
町
時
代
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
作
ら
れ
た
短
編

の
物
語
と
し
て
巷
間
に
広
ま
っ
て
い
た
幾
多
の
小
作
品

の
中
か
ら
、
享
保
の
頃
（
一
七
一
六
～
三
六
）、
大
阪

の
書
店
、
渋
川
清
右
衛
門
が
そ
の
う
ち
の
二
十
三
編
を

集
め
、「
御
伽
文
庫
」
と
名
づ
け
て
刊
行
し
て
人
気
を

博
し
た
。
の
ち
に
こ
う
し
た
作
品
群
を
総
称
し
て
「
御

伽
草
子
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
が
、学
術
的
に
は
「
中

世
小
説
」「
室
町
時
代
物
語
」
と
称
す
べ
き
と
の
指
摘

が
あ
る
。

　

大
妻
本
は
、「
御
伽
文
庫
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

二
十
三
編
が
、
販
売
当
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
木
箱
に

収
め
ら
れ
た
も
の
。
そ
の
二
十
三
編
は
、「
文
正
さ
う
し
」

「
鉢
か
づ
き
」「
小
町
草
紙
」「
御
曹
司
島
渡
」「
唐
糸
草
子
」

「
木
幡
狐
」「
七
草
草
紙
」「
猿
源
氏
草
紙
」「
物
く
さ
太
郎
」

「
さ
ゞ
れ
い
し
」「
蛤
の
草
紙
」「
敦
盛
」「
二
十
四
孝
」「
梵

天
国
」「
の
せ
猿
さ
う
し
」「
猫
の
さ
う
し
」「
浜
出
草
紙
」

「
和
泉
式
部
」「
一
寸
法
師
」「
さ
い
き
」「
浦
嶋
太
郎
」「
横

笛
草
紙
」「
酒
呑
童
子
」。
横
長
の
判
型
は
、
当
時
流
布

し
て
い
て
現
在
「
奈
良
絵
本
」
と
呼
ば
れ
る
挿
絵
入
り

の
写
本
の
形
式
を
模
し
た
も
の
で
あ
る
。

      　
　
　
　
　
　
　

       （
解
説
執
筆
：
小
井
土
守
敏
）


